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学校部活動と地域スポーツの発展と

地域経済の関わりとは？
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部活動の地域移行官民連携セミナー
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プロフィール①

【所属】

- スポーツデータバンク株式会社 代表取締役

- スポーツデータバンク沖縄株式会社 代表取締役

- 台灣思動邦有限公司 董事長兼聰経理

- 一般社団法人沖縄スポーツ関連産業協会 代表理事 他

地域スポーツ連携・協働再構築推進プロジェクト
広域連携検討会議アドバイザー

石塚 大輔

【主な委員等活動】

 運動部活動の在り方に関する総合的なガイドラインの作成検討会議 委員 [2017年度 文部科学省・スポーツ庁]＊

 地域×スポーツクラブ産業研究会 委員 [経済産業省]＊

 沖縄県部活動等の在り方に関する方針検討委員会 ［沖縄県教育庁］＊

 スポーツ審議会スポーツ基本計画部会（第2期） [スポーツ庁]＊

 運動部活動の地域移行に関する検討会議 委員 [スポーツ庁]＊

 神戸市部活動の地域移行のあり方検討委員会 委員 ［神戸市教育委員会］＊

 沖縄県運動部活動の地域移行に関する検討会 委員 ［沖縄県］＊

 日野市地域連携スポーツ協議会 委員 ［日野市教育委員会］＊

 横浜市スポーツ推進審議会 委員 ［横浜市教育委員会］

 沖縄県部活動の地域移行に関する総括コーディネーター［沖縄県教育庁］ ＊

 地域スポーツ連携・協働再構築推進プロジェクト広域連携検討会議アドバイザー［北海道教育庁］ ＊学校部活動改革関係



部活動地域移行の背景と目的
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部活動の地域移行の背景と目的

※ （出典）スポーツ庁講演資料、厚生労働省、国立社会保障・人口政策研究所を元にスポーツ庁作成
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学校を取り巻く現状と課題（参考）

※（公財）日本中学校体育連盟調査を基にスポーツ庁作成資料を基に当社にて作成
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学校を取り巻く現状と課題（参考）

R3年度
男子：65.56％（6.58％↓）

女子：58.10％（5.19％↓）

全体：50.31％（3.84％↓）

R2年度
男子：72.04％
女子：63.29％
全体：54.15％

※（出典）スポーツ庁 運動部活動の地域移行に関する検討会議提言 参考資料
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学校を取り巻く現状と課題（参考）

サッカーや軟式野球などの
メジャースポーツも大幅に
減少している

は30％以上減少している競技

（出典）スポーツ庁講演資料
（公財）日本中学校体育連盟「加盟校・加盟生徒数調査」の調査結果を基にスポーツ作成
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学校を取り巻く現状と課題（参考）

主に個人競技や世界大会等で日本が
活躍した競技が増加傾向にあり、部
活動のニーズが多様化している

※ （出典）スポーツ庁講演資料、（公財）日本中学校体育連盟「加盟校・加盟生徒数調査」の調査結果を基にスポーツ作成
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学校を取り巻く現状と課題（参考）

メジャースポーツにおいても、部活動の
加入数の減少により合同部活動で実施し
ているチームが増加傾向にある

※ （出典）スポーツ庁講演資料、（公財）日本中学校体育連盟「加盟校・加盟生徒数調査」の調査結果を基にスポーツ作成
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部活動の地域移行の背景と目的

 教員の勤務時間の増加

 経験のない種目の顧問による負担

※（出典）スポーツ庁運動部活動の地域移行に関する検討会議提言、 （公財）日本スポーツ協会 学校運動部活動指導者の実態に関する調査指導者育成委員会）
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部活動の地域移行の背景と目的
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※（出典）スポーツ庁 平成29年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果より当社にて作成
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部活動の地域移行の背景と目的

学校部活動の課題

 全国的に少子化・人口減少が加速している
▶️ 1運動部あたりの人数の減少（学校単位の活動が難しい）
▶️ やりたい部活動が選べない（設置数の減少等）

 スポーツ（文化）活動に対するニーズの多様化

地域の持続可能で多様なスポーツを一体的に整備し

子どもたちの多様な体験機会の確保が必要
スポーツ・文化活動による「まちづくり」

 教員の負担軽減
▶️ 専門的指導に対する負担
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学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン

地域の実情に応じ、
当面は併存

休日の地域クラブ活動

【位置付け】学校と連携して行う地域クラブ活動
（ 法律上は社会教育、スポーツ・文化芸術）

■地域の多様な主体が実施。学校は、活動方針、活動
状況や生徒に関する情報の共有等を通じて連携。

■少子化の中、持続可能
な体制にする必要
（ 学校や地域によっては
存続が厳しい）

■地域の実情に応じた
段階的な体制整備

学校部活動

【位置付け】学校教育の一環（ 教育課程外）

学校部活動の地域連携

■合同部活動の導入や部活動指導員等の
適切な配置により生徒の活動機会を確保

指導者 当該校の教師

参加者 当該校の生徒

場所 当該校の施設

費用 用具、交通費等の実費

補償 災害共済給付

指導者
部活動指導員等、関係校の教師
（ ※ｱｽﾘ ﾄー・ｱー ﾃｨｽﾄ等の人材を含む）

参加者 関係校の生徒

場所 拠点校の施設

費用 用具、交通費等の実費

補償 災害共済給付

運営団体・
実施主体

①地方公共団体（ ※複数地方公共団体の連携を含む）

②多様な組織・団体（ 総合型地域ｽﾎ゚ ﾂーｸﾗﾌﾞ 、ｽﾎ゚ ﾂー少年
団、体育・ｽﾎ゚ ﾂー協会、競技団体、ﾌﾟ ﾛﾁー ﾑ、民間事業者、大
学、文化芸術団体、地域学校協働本部、同窓会等）

指導者 地域の指導者（ 一部教師の兼職兼業）

参加者 地域の生徒（ ※他の世代が一緒に参画する場合を含む）

場所
学校施設、社会教育施設、公共のスポーツ・文化施設、
地域団体・民間事業者等が有する施設

費用 可能な限り低廉な会費＋用具、交通費等の実費

補償 各種保険等

学校部活動の地域連携、地域クラブ活動への移行の全体像（ イメージ）

活 動 体 制
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スポーツクラブ

プロチーム
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・活動方針、活動状
況や生徒に関する情
報の共有
・管理責任の明確化

等

スポーツ
少年団

連携連携

※市区町村が自ら運営団体となることもある。

※ （出典）スポーツ庁講演資料
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地域スポーツ・文化活動の位置付けイメージ

地域内のスポーツ環境は属性に応じていくつかの位置付けがされている。その位置付けの中に新たに作られ
るのが「地域クラブ活動」といったイメージであるが、地域の実情に合わせた取り組みが必要。

学校教育［学校管理下］ 社会体育（生涯スポーツ）［学校管理下外］

地域クラブ活動
（運営主体：市・団体・民間）

地域スポーツ・文化活動
（運営主体：地域団体）

学校部活動
（運営主体：学校）

各種スクール・教室
（運営主体：民間企業）

町クラブ（武道館系）

スポーツ少年団 総合型SC

学校管理下で活動されている
スポーツ・文化活動。主に教
員が顧問として指導にあたっ
ている。

地域の各種団体が運営してい
る地域スポーツ・文化活動

学校部活動に代わり、学
校管理下外で活動される
スポーツ・文化活動。
※部活動の地域移行

プロチームや民間企業等が実
施しているスポーツスクール
や文化教室等

スイミング

ダンススタジオ

アカデミー

市内生徒

元々ある

新たな仕組み 元々ある元々ある
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効率的な地域クラブ活動の移行・連携に向けた課題とポイント

地域事例

事務局運営 制度設計 各種調査計画策定

庁内調整 資料作成 補助金獲得

［プロスポーツチーム］

［企業チーム・大学・団体等］

①人材（指導者）
人材・指導プログラム

指導者マッチングシステム

地域指導者の発掘・登録・評価

クラブ運営管理システム

安全な運営基盤の提供・ガバナンス強化

③クラブ運営管理

指導者研修・認証制度

安心安全な指導・指導者の質向上、保証制度の導入

③安全管理

資金調達の仕組み・手段

クラウドファンディング

②財源

指導の効率化・データ分析

遠隔・デジタル指導に
よる効率化

ICT・DX

データ取得による分析 コンディショニング管理 学校体育施設の活用

予約管理システム

③施設管理

指定管理・運営

地域クラブ活動推進

総合プラットフォーム

アカデミー・スクールコーチコーチ・トレーナー
セカンドキャリア 等

実業団選手・コーチ・トレーナー 、大学スポーツ、OBOG 等

指導者プロフィールのリストを公開。
指導者に求める要件や指導者の特徴等が確認できるサービスを提供
（システム構築中）

・デジタル遠隔指導
・学校体育施設のICT化に
よる利便性の向上 等

・データ取得による総合
トレーニングプログラム
（処方）の提供 等
＊傷害予防、フィジカル

・データ蓄積とモニタリ
ングによるコンディショ
ンの可視化 等

クラブ情報・評価、出欠登録、活動実績、決済機能、スポンサー
広告などをプラットフォームで一元化管理。

指導者研修（認証プログラム）として、技術指導以外に必要な知識
習得を促すeラーニングの学習環境を提供。指導者の資質向上による
クラブ＆指導者評価・認証制度を整える。

公共施設の予約システム、使用料
のキャッシュレス 等

学校体育施設の指定管理制度
の民間委任による運営

［地域指導者］
総合型地域スポーツクラブ、スポーツ関係団体 等

企業版ふるさと納税 企業協賛・スポンサー

学校体育施設における事業展開

３つの課題：①人材 ②財源 ③管理
＋α（ICT・DX）

（クラブ・指導者・施設）


